
飯田下伊那 防火のポイント

火を使用しているときは、絶
対にその場を離れない。

たばこ

逃げ遅れを防ぐために、
住宅用火災警報器を設置する。

…取付けが義務付けられているところ

…取付けをすすめるところ
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小分け中は、その場を離れない。

建物の周囲に燃えやすいものを放置しな
い。

ストーブ こんろ

煙 突住宅用火災警報器設置と維持

たき火等

放 火

蓋付きの灰皿や水を入れた
灰皿を使用し、確実に消火を
する。

いつでも正常に作動するために、
定期的に点検・清掃をする。

ストーブの周囲や上部に、可
燃物やスプレー缶を置かな
い。

壁、屋根の貫通部にめがね石など、熱が
伝導しない不燃材料を使用又は煙突周囲
に十分な距離をとり、煙突を固定する。

風の強い日には行わない。風が強くなって
きたらやめる。

灯油・ガソリン

吸った後、すぐに吸い殻をご

み箱やごみ袋に捨てない。
火をつけたまま移動や給油を

しない。

こんろ付近に可燃物を置かな

い。

定期的に清掃を行い、すすを取り除く。

近所で声をかけあい、周囲に注意を払う。

ごみは、指定された日時、場所に出す。

灯油、ガソリン、軽油の貯蔵には、適合し
た容器を使用し、品名を記載する。

周囲に枯草など、燃えやすいものがない

場所で行う。

消防署に届け出る。


